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2.7 藻場・干潟等 

藻場･干潟は、水質浄化や生物多様性の維持（多様な生物種の保全、産卵場や成育

場の提供）等多様な機能を有し、良好な水環境を維持する上で重要な役割を果たして

おり、近年ではブルーカーボンとしての役割も期待されている。特に、有明海・八代海等

の泥質干潟は、国内で本海域のみに生息する固有種の生息環境として、希有な生態系

を形成するとともに、我が国有数の渡り鳥の中継地又は越冬地ともなっており、一部の

干潟は、シギ・チドリ類等が数多く飛来する重要な場として、ラムサール条約登録湿地と

なっている。 

 

2.7.1 有明海・八代海の藻場・干潟 

環境省では、2018（平成 30）年度から 2019（令和元）年度において衛星画像解析手

法を用いて、有明海及び八代海における藻場・干潟の最新の分布状況について定量

的な把握が行われている（データ集 2.7.1）。 

衛星画像解析による有明海及び八代海における藻場・干潟分布図は図 2.7.1-1 に

示すとおりであり、これらを集計した面積としては、有明海においては藻場が 1,456.8ha、

干潟が 18,799.3ha、八代海においては藻場が 2,385.0ha、干潟が 4,992.4ha であった

（表 2.7.1-1）。 

今後も、衛星画像解析手法等の最新技術を用いた定期的な藻場・干潟の分布状況

の把握が必要である。 
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図 2.7.1-1 有明海・八代海における藻場・干潟分布図（左：藻場、右：干潟） 

出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第 6 回海域環境再生方策検討作業小委員会資料」 

 

 

表 2.7.1-1 有明海・八代海における藻場・干潟面積 

海域 藻場面積（ha） 干潟面積（ha） 

有明海 1,456.8 18,799.3 

八代海 2,385.0 4,992.4 

有明海・八代海合計 3,841.7 23,791.7 

※小数点第２位以下を四捨五入しているため、合計値が合致しない場合がある。 

出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第 6 回海域環境再生方策検討作業小委員会資料」 

 

藻場分布範囲 干潟分布範囲 
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一方で、有明海・八代海の藻場・干潟の経年的な分布状況の把握は、これまで第 2

回、第 4 回及び第 5 回の自然環境保全基礎調査で行われてきたが、近年における藻

場・干潟の分布状況を把握するためには、これら既往調査（自然環境保全基礎調査）と

同様の手法で調査する必要がある。このため、2018（平成 30）年度から 2019（令和元）

年度において、有明海・八代海の一部エリアを対象にヒアリング調査による藻場・干潟の

分布状況の調査が行われた。これまでの調査結果は表 2.7.1-2 に示すとおりである。な

お、ヒアリング調査結果は、一部エリアの集計結果である点、エリアによっては藻場・干

潟が減少している点、調査時期による差異がある点に留意が必要である。 

変動の要因としては、漁業管理や再生活動等（藻場）、土砂堆積（干潟）、水温の上

昇や食害等（藻場）、出水による土砂流出等（干潟）が挙げられるが、詳細は不明であり、

今後、要因分析が必要である。 

 

表 2.7.1-2 藻場・干潟の面積にかかる調査結果 

海域 

既往知見 
ヒアリング 

調査 

（ha） 

第 2 回自然環境 

保全基礎調査 

（ha） 

第 4 回自然環境 

保全基礎調査 

（ha） 

第 5 回自然環境 

保全基礎調査 

（ha） 

1978（昭和53）年度 
1989（平成元）～1991

（平成3）年度 
1997（平成9）年度 

2018（平成30）～

2019（令和元）年度 

藻場 
有明海 1,186 880 786 863 

八代海 460 453 521 645 

藻場合計 1,647 1,333 1,308 1,508 

干潟 
有明海 18,887 18,009 17,765 18,819 

八代海 2,746 2,687 2,661 2,794 

干潟合計 21,633 20,696 20,606 21,613 

注）1.第 2 回及び第 4 回自然環境保全基礎調査は水深 20ｍまでの結果であり、第 5 回自然環境保全基礎調査は水

深 10ｍまでの結果である。 

2.小数点以下を四捨五入しているため、合計値が合致しない場合がある。また、経年変化の割合は四捨五入した

後の値で試算した。 

3.上表の藻場・干潟の面積は、2018（平成 30）年度から 2019（令和元）年度に実施したヒアリング調査と同じ範囲の

みを対象に整理した面積であり、平成 28 年度委員会報告に記載されている面積とは異なることに留意が必要で

ある。 

出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第 6 回海域環境再生方策検討作業小委員会資料」 

 

また、有明海に注ぐ熊本市の白川や、八代海に注ぐ宇城市の大野川の河口域の干

潟で、特定外来生物である Spartina 属植物によるコロニー形成が確認されている。この

Spartina 属植物による群落はその密度の高さと成長の速さから、干潟を草原化・陸地化

することが危惧されており 1)、専門家、国、県、関係市等が連携して、2015（平成 27）年

から防除が行われている。 

 

なお、自然海岸の状況に関しては、新たな知見は得られていない。 
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2.7.2 海洋ごみ 

日本の沿岸には毎年、多くのごみが沿岸域に漂着しており、有明海、八代海等にお

いても、国、地方公共団体、関係者が連携し、生物の生息環境を含めた海洋環境の保

全、港湾・漁港施設や海岸保全施設の適正な管理、航行船舶の安全確保等の観点か

ら、流木等の海洋ごみの回収・処理等が行われている。ここでは、環境省と国土交通省

で把握している海洋ごみの回収量に限定して整理する。 

環境省では、地方公共団体での海洋ごみの回収・処理に財政的支援を行い、2020

（令和 2）年度には、有明海で約 1,744t、八代海で約 996t の海洋ごみの回収・処理が

行われた（図 2.7.2-1）。 

 

 

 

 

 

 

図 2.7.2-1 有明海・八代海における海洋ごみの回収量の推移 
出典：環境省資料 

 

また、国土交通省九州地方整備局熊本港湾・空港整備事務所では、海洋環境整備

船を配備し、有明海・八代海における海面清掃を行っており、2020（令和 2）年度には有

明海で 372m3、八代海で 1,734m3 のごみが回収された（図 2.7.2-2）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 2.7.2-2 有明海・八代海における国の海洋環境整備船（海輝・海煌）によるごみ回収量

の推移 
出典：国土交通省九州地方整備局熊本港湾・空港整備事務所 HP より作成 

 

なお、「令和 2 年 7 月豪雨」による有明海・八代海への漂流物流入を受けて、海洋環

境整備船「海輝」「海煌」「がんりゅう」の 3 隻のほか、災害協定団体、沿岸県や漁業者

団体が連携し、漂流物の回収が 2020（令和 2）年 7 月 4 日～31 日に実施され、当該

28 日間で 15,883m3 の漂流物が回収された。この回収量のうち「海輝」「海煌」の回収量

は、図 2.7.2-2 に示す 2020（令和 2）年度のごみ回収量に含まれている。 

  

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

全域 581 925 210 400 602 635 1,030 2,610 1,107 1,203 1,637 1,208 1,178 1,265 1,170 2,106

有明海 368 511 174 232 537 492 624 1,756 645 574 768 545 761 631 885 372

八代海 195 414 36 168 65 144 406 854 463 629 869 663 417 634 285 1,734
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2.7.3 まとめ 

藻場・干潟は、水質浄化や生物多様性の維持等多様な機能を有し、良好な水環境を

維持する上で重要な役割を果たしており、近年ではブルーカーボンとしての役割も期待

されている。 

衛星画像解析手法による有明海・八代海の藻場・干潟面積は、有明海で藻場が

1,456.8ha、干潟が 18,799.3ha、八代海で藻場が 2,385.0ha、干潟が 4,992.4ha であっ

た。今後も、衛星画像解析手法等の最新技術を用いた定期的な藻場・干潟の分布状況

の把握が必要である。 

また、2018（平成 30）年度から 2019（令和元）年度において有明海・八代海の一部エ

リアを対象にヒアリング調査が実施されたが、一部エリアの集計結果である点、エリアに

よっては藻場・干潟が減少している点、調査時期による差異がある点に留意が必要であ

る。変動の要因としては、漁業管理や再生活動等（藻場）、土砂堆積（干潟）、水温の上

昇や食害等（藻場）、出水による土砂流出等（干潟）が挙げられるが、詳細は不明であ

り、今後、要因分析が必要である。 

熊本市及び宇城市の河川河口域では、外来特定生物の Spartina 属植物による干潟

の草原化が危惧されており、専門家、国、県、関係市等が連携して、2015（平成 27）年

から防除が行われている。 

海洋ごみについては、国、地方公共団体、関係者が連携し回収・処理等が行われて

いる。漂流物の発生量は、その年の豪雨等の有無に影響を受けると考えられ、生物の

生息環境を含めた海洋環境の保全、港湾・漁港・海岸保全施設の適正な管理、航行船

舶の安全確保のために、引き続き連携した取組が必要である。 
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